
足し算ではなく掛け算で 
社会や産業のDXに貢献

DCC（NTTドコモ，NTTコミュニケーショ
ンズ，NTTコムウェア）の組織再編成か
ら2 年目を迎えますが，振り返ってみて
いかがでしょうか．

　2021年に発表した「新ドコモグルー
プ中期戦略」に基づいて，2022年 1
月にDCCで経営統合，2022年 7 月に
グループ会社間の事業移管などを含
む組織の再編成を実施しましたが，
私はこの再編成のタイミングで副社
長に就任しました．NTTコミュニケー
ションズ（NTT Com）が提供する
全サービスの統括責任者としてのプ
ラットフォームサービス本部長に加

え，コーポレート，技術 ・ イノベー
ション，社内システム，情報セキュ
リティを所掌している立場から，DX

（デジタルトランスフォーメーショ
ン），CX（カスタマーエクスペリエ
ンス），GX（グリーントランスフォー
メーション），EX（エンプロイーエ
クスペリエンス）すべての領域で変
革を推進しています．
　この再編成によって，NTT Com
はこれまでのコアビジネスである，
固定ネットワーク，クラウド，デー
タセンタなどに加え，NTTドコモの
5G（第 5 世代移動通信システム），
IoT（Internet of Things），NTTコ
ムウェアのソフトウェア開発力を合
わせ，全国のすべてのお客さまにトー
タルソリューションをワンストップ

でご提供できるようになりました．
　 再 編 成 時，NTT Comは 約100の
サービスを提供しており，そこへ
NTTドコモの約200のサービスが加わ
り，サービスの数は約300となりまし
た．私はこれを足し算ではなく掛け
算でとらえており，さらに営業力の
強化を掛け合わせると可能性は無限
に広がると非常にワクワクしました．
　また，この 1 年は，新たに加わっ
たサービスを従来からのNTT Com
のお客さまへ重点的にご提案するス
タートダッシュ施策に加え，5Gやド
ローン，ロボット，XR（クロスリア
リティ）等のIoTといった技術を組み
合わせて新しい価値を創造し，お客
さまのニーズに合わせてご提供する
ことに努めてきました．

2022年，組織の再編成を実施した新ドコモグループ．グループの機能統合と事業責任の明確化
を行い，お客さまへの提供価値の向上とさらなる成長をめざしています．組織の再編成を通じて，
社会 ・産業の構造変革と新たなライフスタイル創出により，「あなたと世界を変えていく。」の実
現をめざす新ドコモグループの法人セグメントを担う梶村啓吾NTTコミュニケーションズ代表取締
役副社長に再編成後，注力している取り組みとトップとしての信条を伺いました．

NTTコミュニケーションズ
代表取締役副社長

PROFILE：
1989年 日 本 電 信 電 話 入 社．2012年NTT 
コミュニケーションズシステム部長，2017
年 同取締役ソリューションサービス部長，
2020年NTTコムエンジニアリング代表取
締役社長を経て，2022年 6 月より現職．

梶村啓吾
事業の基本は「人財」．

「共感」が新しい価値を
生む原動力となる

4 2023.6



　おかげさまで，ファーストステー
ジにおける成果は各所に表れており，
お客さまには「NTT Comからの提
案の幅がさらに広がる」と期待を持っ
ていただいていると実感しています．
変革のネクストステージとなる2023
年はさらなる飛躍をめざし，この期
待にこたえるべく，早期にお客さま
に向けた具体的な価値を提供してい
きたいです．

お客さまの期待にこたえる姿勢に心強さ
を感じます．具体的な取り組み例をお聞
かせいただけますでしょうか．

　大企業向けには遠隔管理や最適化
を実現するIoTソリューションの拡大

（エネルギー，自動車等），低遅延で
セキュリティの高い5Gとdocomo 
MEC™ （Mult i -access Edge 
Computing）活用ソリューション等
の成果が出始めています．例えば，
クマヒラ様の「AI顔認証モバイルゲー
ト」に5Gと「docomo MEC™」を
組み合わせて，大規模イベントなど
における入場管理業務の効率化を図
る共同検証を実施し， 1 分間にゲー
トを通過できる人数が，従来環境と
比較して23％増加という成果を得ま
した．また，自動運転やドローンの
自律飛行においても続々と実験成果
が出ていますので今後商材化につな
げていきたいですね．
　このほか，グローバル展開されて
いるお客さまのモバイルサービスに
対するニーズも高く，しっかりとこ

れに対応していくとともに，中小企
業向けのサービス創出などについて
移動 ・ 固定融合サービスのライン
アップも強化していきます．引き続
き，モバイル ・ クラウドファースト
での先進ソリューションによって，
社会や産業のDXに貢献していきたい
と思います．

サービスは「つくって，売って，
使ってもらう」ことが大切

新たな価値提供，社会に与える影響を
考えるとワクワクします．NTT Comのユ
ニークな技術についてサービス戦略と合
わせてご紹介いただけますでしょうか．

　ソリューションサービス部長時代
に，お客さま個々の要求に合わせさ
まざまなSIプロジェクトを立ち上げ
やり抜いてきましたが，個別SIはど
うしても手間がかかり，リードタイ
ムが長い，スケールしないという課
題があります．以来，全社を挙げて，
この課題をブレイクスルーすべくお
客さまへの提供価値をベースにソ
リューションをリピータブルな「モ
デル」化するというイノベーション
に取り組んでいます．
　そして，このソリューションモデ
ルを支えるサービスがデータと価値
をつなぎ，データドリブンでDXを実
現するプラットフォームであるスマー
トデータプラットフォーム（SDPF）
です．ネットワーク，クラウド，ス

トレージ，セキュリティ，AIエンジン，
データ利活用機能など，80以上のコ
ンポーネントを，ビジネスに応じて
必要な機能を選択して自由に組み合
わせて利用することができます．先
述のとおり，今回の再編成でモバイ
ル，端末，デバイスなど新たなケイ
パビリティが強化されましたから，
これまで提供してきたSDPFと組み
合わせることで提供できる付加価値
が格段に高くかつ広範になりました．
　さらに，これらのコンポーザブル
なサービス戦略を支えるテクノロジ
としては，ネットワーク付加機能を
仮想化するVxF（Virtual Everything 
Function）基盤や，コンポーネント
をインテグレーションするDevOps
プラットフォーム「Qmonus（クモ
ナス）」などの技術があります．これ
までも，DCC連携サービス第一弾と
なったFlexible Mobile Connectを
はじめ，さまざまなサービスのスピー
ディな開発 ・ 提供に貢献しています．
IOWN（Innovative Optical and 
Wireless Network）構想の柱の 1
つである，Cognitive Foundation
の核となるマルチオーケストレータ
部分にも今後Qmonusが組み込まれ
る予定があるなどNTTグループ各社
でも活用が始まっています．道半ば
ですが，世界的にみても通信事業者
がこのような技術に内製開発で取り
組んでいるのは他に例をみないと思
います. 
　そして，現在このSDPFを活用し
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て，多岐にわたるマーケットイン型
のサービス開発プロジェクトを進め
ており，通信キャリアの強みを活か
した「ゼロトラスト型ネットワーク
サービス」を拡充したり，社会課題
を解決するスマートワールド推進で
も，スマートシティのデータ利活用
基盤やスマートエデュケーションの

「まなびポケット」ユーザ500万IDを
支える基盤として活用が進んでい
ます．

盤石な技術に裏打ちされたサービスが提
供されているのですね．

　私は，サービスは「つくって，売っ
て，使ってもらう」ことが重要で，
特に安心 ・ 安全に気持ちよく「使っ
てもらう」ことが大切だと考えてい
ます．そして，お客さまから選ばれ
続けるサービスを提供するためには
CXが重要だととらえ，サービスの提
案 ・ 導入時から導入後の運用，トラ
ブル発生時の対応までのカスタマー
ジャーニー全体にわたって，ニーズ
を先取りし，お客さまの体験価値の
向上に向けて全社を挙げて取り組ん
でいます．
　この実現のためには，お客さまの
声（VoC：Voice of Customer）か
らサービスに対する期待と現状との
ギャップを分析し，お客さま視点で
の改善サイクルを回していくことが
大切です．例えば，サービスをご利
用中のお客さまにはカスタマーポー
タルを提供していますが，残念なが
ら2021年のVoC調査では，NPS（推
奨度）や満足度は非常に低い結果と

なりました．そのため組織横断でプ
ロジェクト体制を立ち上げ， 1 年か
けて典型的なお客さま像である「ペ
ルソナ」を設定し，お客さまごとの
カスタマージャーニーを整理し，ポー
タルの提供価値を再定義して改善を
進めました．
　その結果，2022年のVoC調査では，
NPS，満足度ともに大幅に改善する
ことができました．このような取り
組みをお客さまとのタッチポイント
ごとに組織横断で進めていきたいと
考えています．

人の話に耳を傾けなければ， 
人としての成長は 
止まってしまう

新たな技術が次々と生まれるこの時代を
どのようにとらえていらっしゃいますか．

　唐突ではありますが『スタートレッ
ク』というSFテレビドラマ ・ 映画を
ご存じですか．SF好きの私はこの作
品が大好きです．NTTに入社するきっ
かけの 1 つにもなりました．私は
1989年にNTTに入社して，フリーダ
イヤル等の電話サービスの設計等を
手掛けていましたが，当時すでにデー
タをネットワークでやり取りする時
代が到来する兆候はあったものの，
ここまで急速に発展するとは思って
もいませんでした．
　まさに，『スタートレック』に描か
れているように，イノベーションが
進み，電話時代には考えられなかっ
た世界が現実となりました．2000年
当時，「次は宇宙の時代」と訴えても
周囲にはあまり理解されなかった「宇
宙開発」についても，いまやトレン
ド ・ ビジネスです．さらに，その先
の未来もIOWN構想によって，現実
のものとなりつつあります．
　こうした社会を一変するイノベー
ションはこの仕事の醍醐味ではない
でしょうか．そして，イノベーショ
ンを起こすためにも，トップは「将
来はこうなる」と 5 年後，10年後の
世界を見通して，会社のあり方や方
向を示すことを求められていると思
います．
　収益の安定している事業をあえて
見直そうとする人は少ないと思いま
す．組織をまたいで新しいことを始

めようとも思わないかもしれません．
しかし，こうした環境ではイノベー
ションは起きにくいのです．このた
め，広い視野を持ってビジネス全般
を俯瞰していくことに注力していま
す．現在進行中の私たちの取り組み
がそれを具体化したものです．
　また，物事を多角的に見る必要性
も感じています．ポジションが上がっ
たり，年を重ねたりすると人の話に
耳を傾けなくなる傾向にあるように
思います．そのあり方はトップに限
らず，人の成長を止めてしまうので
はないでしょうか．だから，私は社
員との対話を欠かさず，コミュニケー
ションを図るようにしています．

コミュニケーションの重要性に気付いた
きっかけはあったのですか．

　きっかけは，いわゆる仕事上の「失
敗」です．いくつかの失敗を経験し，
そのたびに多くの人に助けていただ
き，その方々の話にしっかりと耳を
傾けたことで突破口を見出すことが
できたのです．
　私は事業の基本となるのは「人財」
だと考えています．「サービスを創る
力」「組み上げる力」のスキルアップ
に加え，新しいイノベーションを起
こしていく原動力になる「共感力（人
と人のつながりを力に変えるコミュ
ニケーション活性化）」を有する人財
を育てていきたいですね．
　企業と顧客，社員と社員との「出
会い」の場があって，つながりが生
まれ，そこで湧き上がる「共感」が
新しい価値を生む原動力となります．
継続的にイノベーションが巻き起こ
るように自律的に協力し合い切磋琢
磨する「共感する組織」づくりに努
めていきたいです．
　また，核となる部分はしっかりと
持って，その軸がぶれないようにし
ています．一方で，現代は計画経済
の時代とはいえませんし，イノベー
ションも加速しています．これまで
のスピード感覚で物事をとらえられ
ませんから，譲れない核となる部分
はしっかりと据えて，あとは状況に
応じて臨機応変に変化させていくよ
うに心掛けています．
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　トップインタビューでは，普段のビジ
ネスインタビューでは垣間見られないトッ
プの一面に触れようと，やや斜めから
の質問もさせていただくことがあります．
やみくもに質問して失礼にあたらないよ
うにとスタッフに副社長のお人柄を伺っ
たところ，「どんなお話もにこやかに聞
いてくださいますから，どんなことでも質
問してください」とのこと．前評判どおり，
梶村副社長はインタビューの間は笑顔
を絶やすことなく，どんな質問にも躊躇
なくお答えくださいました．
　中でも，梶村副社長のサービス精神
を感じたのは趣味についてのお話です．
ゴルフやお酒がお好きだそうで，「スコ
アが今ひとつだったので，3年ぶりにド
ライバーを変えたんです．やっぱりイノ

ベーションは大切だと思いましてね」と，
ご自身の信念であるイノベーションにな
ぞらえてお話しくださいました．お話はこ
こでおしまいでもよかったのですが，「何
かでお話していないことを…」と振り向
けると，「SF好き」であることを明かし
てくださいました．『スタートレック』につ
いて語られる梶村副社長はまるで少年
のように揚 と々して，そのお姿とお話に
会場全体が引き込まれていきました．人
を大切に思い，人とのかかわりを大切
にされる梶村副社長．インタビューでは
このページに収まらないほど，さまざまな
エピソードを聞かせてくださいました．梶
村副社長の口先だけでない，実の伴っ
た言葉に信頼感を覚えたひと時でした．

技術者，社員，お客さまに向けて一言お
願いします．

　技術者の皆さん．プロの方から自
分の知らない技術の話を聞くのは勉
強になるだけでなく楽しいしワクワ
クします．さまざまな技術やノウハ
ウを持っている人と人がつながるこ
とで新しいイノベーションが起きま
すから，異業種間，競合どうしでも
技術交流は大事だと思います．まさ
に技術は共通言語なのです．そして，
マーケットと技術をつなぐ，顧客志

向の技術者として活躍してください．
　そして，社員の皆さん．変革に終
わりはありませんからネクストス
テージに向けて一緒に頑張っていき
ましょう．
　最後に，私たちだけでは社会課題
の解決には臨めません. NTT Comで
は 大 手 町 プ レ イ ス にOPEN HUB 
ParkというIOWNをはじめとしたさ
まざまな技術の実証，共創の場を用
意しています． また，IOWN推進室
を設置し，ネットワークのソフトウェ
ア化やデータセンタ間へのAPN（All 

Photonics Network）適用，IOWN
の実証環境を活用したフィールド実
証などの取り組みを加速しています．
お客さまとともに目線を未来に向け，
いろいろな技術を磨きつつ社会課題
解決に向かって共創していきたいと
思います．ぜひご一緒によろしくお
願いいたします．

（インタビュー：外川智恵/撮影：大
野真也）
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